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ぞきな十二 l：になる。こ；， ，－，二すの場合iこJ , V‘λ 第 1

の場合に；に μ済全体として＇ l:if（要素のか／／Jii/J・ J外られて

も1企業が111日格支両日力をもつことにならない， どし、う ｝，＇よ
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オーバー＇； ( J、な，H-算がじJ民一ふるこ－1::'!: ,, ", .';; 1: ／こな

市、
v。
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た固で i,;:: ，，ノピ、要があり、その哩由は三J ) ＇，＇’i j c"，れてい

る（正7)【 :'illiじチサ果を考i在一｝ノ：， ;ij＇由は，（1）打、.＼~ -）ひとつの

投資，)I-画の規模がある程度大さU、から，川、）l 期間j~＇ i たり

の資本の成長率が高いから，（J）投資前の低所得は大き，，、

所得増1;!11二t〔らから，と L、ろのであるが，売ιした経済

にもそ才（ら乙I• Ji-られるというのである。；FこιえfJ' (1）の

資本（ら」i!cl)j'正人）の分掛Itぶ妊済発展のL：土1；：守／

ある，というのは，資本（したがって投資計l両〉の最小

単位があったとしても，発展した国での投資計画の最適

規模が4り六三いことを山人3ものでは＇ .1:'.-、L技術進歩

が発展し＇.： l•liyこおいてよりたii¥の資本をど、必！：ごせるか

ら〉から， ζいう具合である。

（注 l) Jacob Viner，“ Cost Curv酎 and Supply 

Curves；’ :Zeitschrift .f,ir Natiu11al,1/,1mw111ie, Ud 

3 (1川 lj，戸片.23～46 

Ci :2 J 1:. J. Mi,li；川崎＼Velfarじ（、fileria for 

書評

External Ell'eじts," American Vi什nomicR，・， •inc, 

Vol. 51 (1961), pp. 594～613. 

〔/l::1) I》. Bohm, ch. :l 

〔1H〕］人 Bohm,p.48目

! ii: 5) I' Bohm, p. 60. 

'/1:<i) Ti！，付l バcitovメky‘“’l'wo Concepts of 

External Economies，＇’ The Journalοゾ ！＇olitical

Rco11omy, vol. 62 (1%4), pp. 143～151. これl：対 I."&. 

＇.：・勺 Iii]..いこ， ., iノクブイ、／ ！），てつ＇）外 ｛li¥ft J;¥ -il!t 

t発Ip：し i；：［’ 1,'r;: J;＇、てむ九｝’，，ノ Jこと，外，；i¥{.ι，＂r

：：；己全 I-!! fi; ，；＇ぅ、ふたされれば f:l''ic1J;ffj主！， 'f; . ' 

Lぺこと，を lミi阪とする批判がIHされた。 J.A. Stockぬ

fish，“ External 丘conornies, Investment and Fore-

引にht，＇’ .J.I' /•,' ¥'()1. 63 (!%:,). ドド 446～449

ii: 7 ) I'. Ilィ，hrn,p. 70. 

皿

以上でボ一人の作，！）概要の紹介t,:_k~ ） 、るが，ボードソ

！の沼介のj)1jに、ヰ：以後済が存｛EJーら土き，産業の供給1il1

仰がれ下がりに江；：， だろうか， l, L、う I／司題につL、r ＼，う

L、ちどふれておきたい。これはマーシャルが外部経済と

内書店経済を民日IJしなくてはならなかった£IE由であるとい

) ), Lてレる，外部長h仇命の逗要t;li',j,i]Cあるからであィ：；

完全競争lこJ〕る井、c'ii'J，企業の1,1」：｛，＼校用曲線i上町内Ji’1

/1',iiLの近くではJ,1：がりでなけれttならなL、。でjLiニ仁

かかわ「》に産業の供給lY！線がれ下がりになることは，M

誕の外部幼民または産業が外部に生じた理由によって

：；：（（要素を逓－h(Jftiiilれでnうこと， i二依存する。い土‘

" ',J）定業iこ属！ ける二つの企業の限界費用曲主主主・ヘニノ

ケーソンクオント·.1• 1にしたがぐ〉て描けば，第 1閣のよ

うになる。価格がれであれば，企業 Iは 0,1，，企業Hは

( I' lんだけ MC'!，とMCII，によって生産する。似！？？がP

にしがったと仮定すると Iは οぺょ， IIi主O'B，を生躍し

iうとするが，！の；主出量が A,il，だけ増加すると，外

部経済によって llの限界費用曲線は MCII，にシフトし

て O'R，が生産され， B1B，の増加によって Iの曲線が

,HCl2 lこシフトして Iは実擦りii，より少なく生産するo

A’Yvこ対応しと [Iのill！線がふたたび止ブトする。このi邑

似の最終的な結果として，産業の均衡産出量が定まり，

より高い価格ーで，より少ない産出量が生産されることに

なる：nz），というが，この図からは産業の供給曲線が外部

付涜の効果に主っ C右下がりになることはいえない。も

ィも，へンケーゾン＝クオントは，外部経済の効果抗告〉
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二二二ヱニニ書 評

第 1隠

企業I

M C  I, 

P2 r…一一一 一一一一…一－－－－，；－－－

(Jl ,__i_一一 一一→F (), 

企業E A, il, “ 

MCH 
MC  II, 

P2 r----- 一一一司【 ルプー：

レIi

l ', ーー プ－－-1, : ! 

（） ノ H, 7! ,----rr-:;-----一一一－Qn

(ill 11Ji) I・M ・ヘンダーゾン， R・グオン 九

小’，：，；1作太郎以『fJ!.［店経済，・；：：』， 1,l:3ベ ジ。

つでも，必ず才「下がりになるとはかぎらないことを，

C =au ,1,'-+ ートa,,.<J} r I -~ (, 第 i企業の費用

小出 i企業の産出量

び） i, '.': t，の費用関数を導入してイク，1日1ELて，， ' ；：。たしか；こ

Ei .lun Jeongい 3）もいうヒうに、 171去による説明は

正確さに欠ける。しかし，だからといって， Jeon耳のよ

うに企業の供給関数から，外部経済の作用の結果として

の最終的均衡供給を求め，その関数の係数によって産業

の供給曲線の形状を判定するという方法には疑問が残

る。二つの企業の限界費用の間の相互依存を取り上げる

に 1ぎたL、からである。それそ供給｜許制！りの相互依存と

し可、るがら，ボームのいう価格の変化にけする企業の

山花（l'J 反応（注 4 ）~，産業の供給行動三がいj ーに扱われる

ことになるo

ポームが図示していること＇ 1. ' ＇•土次のこうである。企

業の限界費用曲線は右上がりであり，その産業は右下が

りの需要曲線D，に当面してし、るとする。第2同で， aは負

ro8 

第 2 図

第 2rala 
p 

JJ1 

トー Q 

D
 

P
A
 

D2 第2図b

Q 

( Hi 1/i') P. Bohm, F..rternal F.conomies in Pro-

duction, p. 3:lを参照して評者が作成。

の効果の場介， bは弱い正の効果の場合である。ユ＇ lを企

Yiσ〉ドiげ·~·l'i:HJ 1!l1f泉の和（反応鈎線）！三する。 aでは負の効

果の1こめi'fぎたの総供給曲線Sは反応：tl1線上 IJ1(,:',;;J；.右上

がけのnh線になる。 bではIEの効果のため総供給世i線は

！心よ：1lt1i'lU1JU引、右上が91こな，，口、る。たぜならば

たとえftl，におU、て，需要曲線が ！）， であれば，，1'J言、で

均衡にあるが， D2に増加することによって B＇まで生産

が拡大されようとすると，外部経済によって C’を通る

反応曲線ぶ2にしたがって生産されるようになる。それ

がふたたび動かされ，最終的には E＇点で均衡が達成さ

れる。産業の総供給曲線が右下がりになるためには，外

部経済のザji兵がhよりさらに大きく｛効さ， S＇を押し下げ

ら上うにな「》なくてはならない，ということである。

てのこと金ヘンダーソン三クオントや Jeongにしたが

＝て示そうごすjLば次のようになるであろう。ごつの企

業からなるrrt業を考える。それぞれの企業の費府間数を

C,=a,,qi2+au q二q,+a,,

C,=aic q, qニイーム2 ql+aa2 
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とする。産業の需要を価格ρで示す。利潤 pqi-C;，を

機大にする条件は，

ρ－ 2a,, q,-a21 q2ニ o
p-a12 q, -2 a22 q2= 0 

これから産業全体の供給；土， q,q，；こっャて解さ，

(2 a22一a2,)+(2 all一a124 a11了 ρ＝(q,+q，） とtLるが，
a 2 a21 a1, 

外部経済の効果 （a，三＜ 0, a，，く 0）が強くたければこの

係数はJEであり，右上がりとなる。

へンダーソン二クすントの関（第 iM参照）はこのぶで

不十分である〉

（注 1) James M. Henderson and Richard Qu-

川 dt, ll.fi川 oeco11omfr Themy: ,4 J!athematical 

App問 ach(New York: McGraw-Hill, 1958). （小＇（＼＇

隆太郎，Rwm代経済学J，日月けL 196H・) 

( ;'l 2〕 lM. I lernlerson and I,. (Jiは nrlt, p. 1:¥:l. 

Ci七3〕 Ki-Jun Jeong （曲目恭倹〕 “External Eco-

nomie只 in¥larkct Equilibrium," l' '/ r: ，，大ιt校事；i1J 

粁済引究所fc＇済J,;i集』，、。l.ii, no. :, (Septcmhe, 1967）、

pp.127～131. 

(¥/ 1）ド Bohm,p. 30. 

(I五〕 P Bohm, p. 33. 

IV 

つぎに，ボーネットの番の概要を紹介してみたい。章

日lj構成；士以下のとおりである。第 1；：工作］:Cg設定。第2

章、市場外的外部経済（注1），第3章，市場内的外部経済。

第4章，結論。第5亭，数学付録。

第11手では‘四つの節にわかれ，全ず，外部経済のUi

念の基本的性格が，従来の学者による定毅を通覧したう

えで，取り出主れ，つぎに市場外的外部経済と市場内的

外部経済への分類があって，おのおのの外部経済が認め

られる場合の条件（外部経済の定義〉が，（1）経済現象で

あること，（21技術的えn、L制度的に価格付けが不可能で

あることー（31Y'l'用の節約になるさと、の竺つで与えられノ

ているo つぎに外部不経済について，外部経済と同様に

考え，分類ヵ：lj会えられるc さんにマーシ γ1¥／の部分均衡

論的な外部経済の扱1,、を学説史的に顧みている。

第2章では，市場外的外部経済を，無償の生産要素と，

生産要素の無償の改淫とに分Hる。無償（T)'t産要素てJよ

ミード（註 2）の例を取り上げて評価した後に，社会的間接

資本が与える左いわれている外部経済について与察して

ヤる。ミー l：に対しては以下の上うに批判してνる。

ードは外部経済を与えている企業に補助金を与え，外部

響 評一一一一一

経済を受けている企業に課税して，社会全体として最適

の状態、を達成できると考えた。この課税一補助金システ

ムの額の計算の問題をミードは解いていない，というの

である。たとえぽ Schattenpr邑is（潜在価格〉を与える

か之ちでもよいがら，外部経済の｛耐立付けができillf,

計算の問題は解決されるであろうが，箸者はそれが不可

能である（たどえば外部経済を与えている要素の手1］用に

排他原則が適用されないがら）という（注3）。もう一点、

は，なにが生産要素ないし経済現象の範鳴にはいるのか

が明確で紅いということである。

社会的問接資本（公共財〕の外部経済も市場外的外資~

経済と考えているが，ミードの伊！と同様に，最適達成の

システムが実行不可能である，と批判する。

や：産要索の無償の改善の形態、での外部経済について，

通信ぴ育報の彊；の測定の問題があるが〉，技術のより広範

な使用や新技術の導入が与える外部経済が考えられてお

り、それに対しつぎの3点の批判がある。（1）通信，技術

進歩の導入の外部経済については， 主ードの伊！と同じく

その価鮪付けの｜渇題が解決されていなし、。それらの“情

報効果”や“導入効果”に対する需要側の好みが市場に

顕現されないからである。（：！）情報の中に個人の環境（隣

人．同僚）などのすイてがはいってくることにたり，概

念の広がりに際限がない。（3）その中で，生産者にとって

内部的な生産要素を外部的な要素から分けること，外部

経済を与えている主体をみいだすことがむずかしい。

市場外的外部経済は広い意味においていう地代のー特

殊形態でありι！4 ），従来わがj学的経済理論で分析できる

のではないか，しかし，市場外的外部経済についての総

議は，生産に必要であるが，価格が付けられない諸効果

に新／こにひー意を犯した点』こ功績が認めじれる， というの

が著者の意見である。

第3章では，市場内的外部経済を，水平的外部経済と

重底的外部経済に分け，おのおのの場台の産業務1の連際！

の誘発力が取り上げられるc

市場内的外部経済は資本財の不分割H生から生じるもの

である，という説を検討するのであるポ，資本財がなけ

れば市場内的外部経済は生じないのではないか，という

ことから，資本財（労働の分業〉がない典型的低限発経

済につヤピ，それが利用できるかどうかが問題となる。

水平的外部経済というのは，同じ生産段階（特に最終

消費財産業〕にある二つの異なった企業の間の交互の所

得拡大効果である，ど考えられている。たとえば製靴業

で陸用される労働者に払われる賃金所得によって繊維製
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